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群推動物の血祭サイロキシソ結合蛋白質は,サイロキ

シソ結介プレアルブミン(TBPA),アルブミソ,ポスト

アルプミソ.サイロキシソ結合グpブ1)ソ(TBG)であ

るoTBPAは盟長日のみに見出されるサイt,キシソ結合

丑的餌-Llあり,攻近 Alperら (1969)およびWeissら

(1971)に上り,アカゲザルおよびその近縁の Macaca

VlにおいてTBPAに多型現象が発見され,F塾,FS塾,

S租が7f-･-aL,これは1つの退伝子座上にある対立迫伝

-7-PAFおよび PASによって支配されていることを報

岱している｡本研究は霊長日各種についてこの TBPA

の多型呪攻な支配する迫伝子の頻度を調べ,唖間の関係

ならびに池化の道程を明らかにしようとした｡

方 琴

採収した此掛ま-20oCに冷凍保存し,試駅前に溶かし

て11]いた｡血焚100mlあたり5-10JLgの131Ⅰ標識サ

イpキシソな添加して,セルp-スアIt=テ～トおよびア

ガF'-スゲル脱花曳泳動を行なった検,X線フィルムを
あててそのラジオオートグラムにより,サイpキシソ結

介iI壬山Ttの'Ll-･在な調べた｡この方法では,TBPAのPAF

/I'̂Fおよび PAF/PASは同定出来るが,PAS/PASは

全くTJIPAな欠くものと同じくアルブミソと一緒に出

てくるのC同定{.きない｡そこ･C･PAS/PASの個体には

釈放管rllCPAP/PAFの血祭を混じて泳動するとへテt,

物TtをLLiじ.PAP/PASのものと同じ像を示すことから

rh】光三した｡

成 紙

ツ.り など原払拭およびオマキザル ･チiウベイクモ

ザル ･り-I)ィモソキーを含むオマキザル析 (新世界ザ

ル)には,TBGは認められるが TBPAは認められな

いo

MacaEa屈巾.アカゲザル ･ポソネットザル･カニク

イザル･タイワソザルには TBPAに多型現象が認めら

れ,池伝IT･叔皮は一般にPAFが高かった (第1表).ニ

ホソザル ･ヤクザルのTBPAは,すべてS型でPASの

迫伝-7･組成は1.0である｡TBPAの多型現象はス-ティ
マソガベイやマソドリルにおいても認められた｡

テナガザル ･オラソウータソ･チソ′くソジーを含むWl

人ぢ主ならびにヒトでは,TBPAはすべてF型{･PAFの
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第1義 霊長日各種血祭の TBPAの迫伝子頻皮 .

種 例数
迫伝子頻度

PAP PAS

ヒ ト 29 1.㈱ 0.000

1.∝沿 0.(X氾

1.000 0.0(泊

1.(X氾 0.(X氾

1.αX) 0.0∝I

0.500 0.500

1.α氾 0.(X沿

0.∝氾 1.0α)

0.(X氾 1.000

1.α泊 0.000

1.(氾0 0.∝沿

0.854 0.146

0･841 0.1甲

0.500 0.5∝1

0.893 0.107

0.0α) 1.000

1.000 0.000

1.0α) 0.(X氾

1.0α) 0.0α)

チソバシ′ジー 2

オラソウータソ 1

クロテナガザル~ 4

ツPテナガザル 16

マ ソ ド リル 1

マ ソ ト ヒ ヒ 3

ニ ホ ソ ザ ル 716

ヤ ク ザ ル 57

べニガオザル 11

ブ タ オ ザ ル 10

タイワソザル 41

ア カ ゲ ザ ル 116

ポソネットザル 7

カニクイザル 70

ス～ティマソガベイ 1

バ ク ス ザ ル 2

ブルーモソキー 1

サパソナモソキー 1

迫伝子頻度は1.0である｡

以上のことから望長日のすべての税は,サイロキシソ

結合蛋白質 として TBGおよびアルブミソな持つが,

TBPAは高度に進化したCercopithecoidsおよびHomi･

noideaにのみ存在することが知られ,Cercopithecines

に属する多くの種に TBPAの多型現象が認められるこ

とが知られた｡

光がリスザルの CircadianRllythm に

およぽす影響2)

'平井 直樹 (杏林大 ･医)

多くの生物体は,地球の自転に伴った24時間の周期を

もつ環境におかれている｡そして,生物作の生理機伐も

約24時間のリズムcircadianrhythmをもって活動してい

ることが知られている｡このリズムが内囚性のものか外

因性のものであるかは問題は残っているが,今日では生

物体のもつ固有のリズムを地球の日掛こ同期した外界の

刺放･同期化因子が正確に24時間の.)ズムに祁正してお

り,特にその因子の中でも光が最も重要であると考えら

れている｡

2)登倉尋実 (京大 ･霊長研)との共同研究.
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